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1．研究の背景と目的 
これまで景観研究では、日高ら1)による 3次元CGを用い
て街路景観の特性を計量化し、景観評価を行った例、吉

川ら2)によるCGを用いて都市景観デザインの検討を行った
例、上坂ら3) によるCGを用いて大規模建築物の望遠景観
に対する影響を解析した例などCGシミュレーションを用
いた研究が数多くなされてきたが、VRを用いることによ
り受動的でなく能動的に景観の把握、評価が行えるよう

になっている。本研究は、対象地域を大分市中心部から

南に車で約 15 分のところに位置する国道 197 号大分南バ
イパス(以下国道 197 号)と東九州自動車道周辺約５ｋｍ四
方の地域（図１）と定め、この地域を 3Dモデルとして作
成し自分で操作し緑地景観を空間的に把握することがで

きるシステムを開発する。そして来訪者が最も多く利用

するであろう国道 197 号と東九州自動車道を運転走行時
に見える景観画像を作成し、緑地量およびその他の景観

構成要素の量的数値を計測することで、４つのルートか

ら見える景観の特徴をそれぞれ把握し、今後のVR を用い
た自動車走行方向の道路景観を自分で操作し把握するシ

ステムの開発に対する基礎的知見を得ることを目的とす

る。 
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図 1 対

2．研究の方法 

3Dモデルの作成は、デジタ
DXF形式に書き出したデータ
ませて地形・道路・建物など

ルにはテクスチャ画像を貼り

想空間を作成した。その作成

て 3Dコンテンツを作成した。3DコンテンツはVirtools Dev 
2.5 を使ってプログラムを組み、４路線の道路景観を一つ
のシステムで操作することができる。作成した 3Dコンテ
ンツにより車窓からの動的景観の評価を行った。評価方

法は 4 路線それぞれのスタート地点から終了地点までを
一定速度(国道 197 号を時速 50km/h、東九州自動車道を時
速 100km/h)で移動した場合の 5 秒ごとのポイントを決め、
各ポイントにて静止画をとりピクセル数をカウントする。

範囲を宮河内において二つの道路が交わった地点からビ

ッグアイの高架までの区間とした。ポイントを国道 197
号は 51 箇所、東九州自動車道は 18 箇所設定し静止画撮
影しカウントした。各静止画の緑地・空・人工物のピク

セル数をカウントし表とグラフにまとめ考察した。 
3．景観評価結果と考察 

（国道 197号） 
図 2 のグラフでは緑地はビッグアイ側のほうが多く、
全体的に空の値が多いことがわかる。また平均すると人

工物と緑地は同じくらいの値である。人工物と空の値が

逆転しているポイントが 3 箇所あった例を図 6 に示す。
また緑地の値が大幅に減少することがわかる。３つの要

素の値の割合が一番均等なのは図 7 である。図 3 のグラ
フではビッグアイ側では緑地が多く、2 箇所では人工物と
空の値がほぼ同じになっている。また 2 箇所で緑地の値
が多くなっている。全体的に空の値が大きく、緑地と人

工物の値は大きな変化はない。国道 197 号の 2 路線とも
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空の値が全体的に大きくなっており、次に緑地、人工物

の順になっている。緑地については 2 路線ともビッグア
イ側のポイントのほうが値が大きくなっており、宮河内

からビッグアイに側に向かうにつれて徐々に緑地の値が

大きくなっていっている。また 2 路線とも空と人工物の

宮河内
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値がほぼ同じもしくは逆転しているポイントが数箇所あ

る。このポイントは画像を見ると高架が近くにある場所

であった。 
（東九州自動車道） 
図 4 のグラフでは各値ともに大きな変化がみられず、
平均的な値になっている。二箇所において、空と人工物

の値が近づく。そのうち図 8 において空と人工物の値が
逆転する。緑地については、ビッグアイに近づくにつれ

て、値が大きくなっている。図 5 のグラフでは各値とも
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安定している。一箇所において空と人工物の値が近づく。

各値は１個所もまじわるところがなかった。平均値では

空の平均が飛びぬけて大きく、残りの二つ平均値は非常

に低くなっている。東九州自動車道全体的に値に大きな

変化はなかった。変化のあったポイントは図 8 と図 9 で
あった。要因としては橋のアーチ、高架である。緑地の

量においてはビッグアイ側のポイントの値が大きかった。 
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4 路線ともに言えることは緑地の値はポイントがビッグ
アイ側に行くほど高くなっていった。これより大分スポ

ーツ公園の自然空間が大いに車窓からの動的景観にかか

わっているということがわかった。また緑地ピクセル数

の変化は国道 197 号が大きく変化していたのに対し東九
州自動車道では値の大きな変化はみられなかった。これ

は画像から受ける印象として、東九州自動車道の防音壁

が一定の高さであるのに対して、国道 197 号は植樹やガ
ードレールなどの様々な要素がある。また高架や橋のア

ーチなどの要素は人工物の中でも車窓からの動的景観に

大きな影響をあたえることがわかった。 
4．まとめ 
国道 197 号大分南バイパスと東九州自動車道の 3D モデ
ルとして作成し自分で操作し緑地景観を空間的に把握す

ることができるシステムを開発し、車窓から見える動景

観の緑地量およびその他の景観構成要素の量的数値を計

測することで、４つのルートから見える景観の特徴をそ

れぞれ把握することができた。今後の課題としては、今

回把握した景観の特徴をもとにシステムの開発を行うこ

とである。開発するシステムの内容としては、①緑地量

の違うパターンの作成と比較、②緑地量の操作、③季節

の変化の機能を追加することである。 
 
 

 
 
 
 
 

図 6             図 7 

 

 

 

 

 

 

図 8             図 9 
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図 2 国道 197 号(宮河内→ビッグアイ)のピクセル数の変化 
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図 3 国道 197 号(ビッグアイ→宮河内)のピクセル数の変化 
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図 4 東九州自動車道(宮河内→ビッグアイ)のピクセル数の変化 
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図 5 東九州自動車道(ビッグアイ→宮河内)のピクセル数の変化 
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